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9 月度定例会報告 

広域交流会・懇親会の感想

今年度の都産研広域交流会は、9 月 16

日、緑区青根の緑の休暇村センターで行
いました。 

ゲストとしてお越し頂いたのは、緑区
青山の、薪焼き石窯ピッツァで有名な童
人夢農場（ドリームファーム）代表取締
役の梅澤 勉氏。当日は、津久井の魅力の
たっぷり詰まった観光ＭＡＰ等をお持ち
頂き地元の魅力について熱っぽく語って
頂きました。政令指定都市になって津久
井地域と合併した相模原市は、多くの自

然やその地域独特の文化を得ることがで
きましたが、その魅力は、十分に外には
伝わっていません。相模原に住む自分も、
こと津久井地域に関しては、「こんな所が
あったのか」という新たな発見が多いと
いうのが正直なところ。こうした魅力を
外に向けて発信していくのも都産研の今
後の課題です。次回は、今ハマっている
ロードバイク（自転車）で青根に来てみ
たいと思います。まず、その地域に実際
にいって自分が楽しむことがその魅力を

外に伝える出発点です！（自転車で 15

㎏痩せました！あと 10kg 減で理想体重
です。 井上栄次） 

広域交流会・2 日目の感想 

今年の広域交流会は青根の「いやしの
湯」休暇村センターに宿をとり、交流会、
懇親会と楽しく開催されました。 

翌日の見学会では先ず「青根の大杉」
をご神木に祭られている諏訪神社に、地
元のサトウ草木の佐藤社長にご案内を頂
き参拝をいたしました。その巨木は 700

年の威厳を誇りその歴史を感じました。
諏訪神社の近くに、全て地域の木材と自
前の学校林の木材で建てられた青根小学
校の佇まいが観られます。全校生徒 14

人の過疎集落には目を背けてはならない
現実を見せられました。 

 水源の森林保全の必要性とその大切
さを訴える佐藤さんは、本年 5 月、それ

らを知って貰い木工作業を体験出来て地
域の「お婆ちゃん農家」で少し採れた野
菜を販売出来る憩いの店 「青根草木館」
を建設されました。 

青根草木館の２階会議室において佐藤
さんより、草木館建設の意図、林業の現
状と将来のあり方、地域の実情、など多
岐に亘り説明を受けました。因みにこの
草木館は創夢設計の長崎さんの設計です。 

尾崎行雄記念館では多数の関係者のお
出向いにあずかりびっくりしました。 

「演説と講演は違う」云々。でしたか、
初日の懇親会ではドリームファームの梅
沢社長、いやしの湯の関戸支配人からの
差し入れを受けおおいに盛り上がり、原

会長の提案でカラオケ無しの心の詩を歌
おうと言うことになりました。 

会長が何事も順序建てて工夫をした仕
事が基本だ、と言う内容の詩でとても解
りやすかったです。続いて八木さんの八
木節は相談されたら「即答」して部下を
可愛がれ、的な説得力ある詩でした。長
崎さんからは、進む方向が決まっている
ならば、「念じろ」風な枯れた声でしたが、
詩の妙で逆の方向に向かうこともあると、
いずれも国を想う尾崎行雄記念館見学の
前触れであったのかと愕然とし、あらた
めて都産研の素晴らしさを感じました。

（小泉計雄） 

 

 

 

 

 
 

10 月定例会予告 
テーマ：「商業・交通インフラについて」 
日  時： 10月 12日（水） 19：00～20：30予定 
会  場： 商工会議所新館 4階役員会議室 

今回は、商業と交通インフラをテーマに、話し合います。相模縦
貫道の完成、総合補給廠の返還、リニア新幹線の駅設置等々は、
相模原の近未来に大きな変化をもたらします。その時に向けて今、
我々がどのようなまちづくりしていく必要があるのかを商業と交
通の観点から考えます。 担当：浦上、中村、原正弘  

中高生と語り合うラジオ番組「一緒に考えよう！相模原の未来 日本の未来」を収録 

中学生・高校生をゲストに招いて、皆

さんを取り巻く日本や相模原の未来への

提言を考えるラジオ番組。今回はゲスト

は県立相模原高校の生徒 3 名。相模原の

近未来について思うことやアピールポイ

ント等の話題で語り合いました。「大人と

私達高校生が、垣根なく意見交換ができ

るこういう場が必要だと思う」など、い

ろいろな意見を聞くことができ、有意義

な収録となりました。 

この番組は、以下の日程にて放送され

ます。お楽しみに！！ 

第 4 回 ゲスト：高橋 翔さん（相模原高校 2 年）、鏡沼航平さん（〃1 年）、内藤雅貴さん（〃） 

・放送日 ······ 11 月 12 日（土） 21:00～22:00 再放送：11 月 13 日（日） 10:00～11:00（予定） 

ゲスト参加してくれる中高生を募集中！！ 

お問い合わせ・お申し込みなどの詳細は裏面をご覧ください。 
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▲ 懇親会の様子 

▲ 青根の大杉 ▲青根草木館 ▲尾崎行雄記念館 

都産研恒例の城山もみじまつりの参加です。今年もブースに

て提言書の配布、活動ＰＲ等を行いますので、お近くにお越し

の際は、是非お立ち寄り下さい！ 



 Tosanken presents   

中学生・高校生のみなさん！ 

  FMさがみのラジオ番組 

  「一緒に考えよう！ 

     相模原の未来 日本の未来」     

        に出演してみませんか？ 

 エフエムさがみ   
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 Copyright © 2009 web produce project All Rights Reserved. 

とさんけん（都産研）が作成した 

    ｢さがみはらの15年後の君へ 提言2010｣を 

         話題の切り口に、自由に意見を出し合う番組です 

 

 ☆特別な用意は要りません。     ☆気楽に参加してください！ 

     ☆グループ参加やお友達とのペア、トリオ参加もOKですよ！ 

    ☆都産研ホームページにて、提言書の内容を見ることが出来ますよ！ 

                     http://www.tosanken.net/tosanken2010.pdf 

 

ゲスト参加をしてくれる中高生の方は、 

■申込方法：Eメール、電話、ファックス、ハガキのいずれかで受付けます。 

参加される方のお名前（フルネーム、グループの場合は代表者と人数）と 

学校名（学年も）、ご連絡先（メルアドか電話番号）をお申し付け下さい。 

 

■申込先 FMさがみ｢一緒に考えよう 相模原の未来 日本の未来｣放送担当 宛 

住所：〒252-5288 エフエムさがみ（郵便番号だけで届きます） 

ファックス：０４２－７７６－0839 

メール：mail@fmsagami.co.jp 

 

□放送は、毎月第二週目土曜日21時～22時 

 毎月第二週目日曜日10時～11時（再放送） 

□都市産業研究会ホームページ http://www.tosanken.net/ 

□FMさがみホームページ http://www.fmsagami.co.jp/index.html 

 
都産研とは（上記オリジナルキャラクターの「とさん犬」はここからきています。） 

 都市産業研究会の略称で、相模原商工会議所内にある研究会です。会員が集まり、相模原市の産業基

盤やまちづくりについて、広く調査・研究し、産業人の立場から市の将来を創造、提案、支援を行う集

まりです。様々な業種のメンバーが自由に発言し、より良い相模原にするために毎月集まっています。

現在は自立都市を目指したまちの在り方を研究中です。 

ボクが          

とさんけん   

です 

この番組はＦＭさがみの      

スタジオに中学生・高校生をゲストに招いて、 

皆さんを取り巻く日本や相模原の未来への提言を考える

ものです 
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